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※事務局記入欄 

№ 5 

【様式２】 

エントリー学校名： 
大分県立佐伯支援学校 

活動名：   
教頭主軸の学校組織支援 
～組織分析による特別支援学校改革～ 

解決すべき課題： 
課題や目標︓特別支援学校は、小学部・中学部・高等部など児童生徒の生活年齢にあわせた教職員組織
で構成され、各学部ごとに運営され独特な職場風土があり、教職員の専門性や意識により教育実践が左右さ
れてしまう不安定な状態が多い。今回は、教頭主軸で各個人の自己の意識を時系列で調査し、学校組織マ
ネジメントの効果をあげるための特別支援学校における組織分析を実施し、自校の組織支援を行うこととする。 
目標・方針： 
特別支援学校の教員は、大学にて特別支援教育を専攻し教員免許取得での職員と、通常の小学校・中学
校・高等学校から人事交流にて特別支援学校に勤務する教員に大別され、養成課程の違いから特別支援
学校の免許状の有無があり、小学部・中学部・高等部の教員組織が構成されている。個々の教職員の自主・
向上性と同僚・協働性の調査から、学校経営における「人」の組織構造を分析し、自校の組織風土や時系列
の意識変化を学部主事と共有しながら、教頭による特別支援学校組織マネジメントの活性化を行う。 
活動内容： 
目標・方針に基づき、①令和元年 12月調査②令和 2年４月調査③令和２年 6月学部主事との協働④
令和 2年 8月調査において特別支援学校の専門性や教育課程を踏まえた A）特別支援学校教員として
の自主・向上性、Ｂ）特別支援学校教員としての同僚・協働性について独自に質問項目を設定し個々の意
識の状態や変化を調査した。また、その意識調査において、学部組織での分析、役職や採用区分の違いの分
析、年齢による分析等を実施した。その分析結果については、３つの学部リーダーである学部主事に開示し、
個々の教職員の分布や支援が必要な教員への連携や支援依頼を実施。教頭および３学部主事による各学
部の教職員への支援により、各学部の組織変化を、全職員への「学校組織アンケート」により考察していく。 
活動の成果： 
佐伯支援学校全体は、比較的ティームティーチングの連携ができており、約９５％の教職員が自主・向上性
や同僚・協働性が高く、親和的な教員組織集団であることがわかった。しかし学校内を３つの学部組織でみる
と、小学部や中学部は、大学での特別支援教育に関する専門養成過程を経て組織される教員が多く、自
主・向上性も同僚・協働性も高い、建設的な「親和型」の組織集団であることが明確に分かった。また、高等
部においては、自主・向上性や同僚・協働性に大きな分散やばらつきがあり、職員間での対立が見られる「不
安定型」の教員組織であることも判明した。３学部主事に調査回答の分析を開示して、学部での教員組織の
雰囲気や風土を共有し、教頭と学部主事の４名において組織内における教員支援やその方策、学校全体で
の教員組織の活性化についてミーティングを行い、学校全体の教育実践成果の向上を図ることができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・特別支援学校教員組織の分析と傾向 ・教頭と学部主事の連携 ・特別支援学校の「人」の活性化 

＜佐伯支援学校 学校組織分析（特別支援教育における自主・向上意識と同僚・協働意識）＞ 
調査結果１ 小学部Ｒ２年 4月 親和型      調査結果２ 中学部Ｒ２年 4月 親和型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査結果３ 高等部Ｒ２年 4月 不安定型    調査結果４ 佐伯支援学校組織分析分布 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
時系列による教員組織の意識の変化 

   Ｒ１年 12月調査     Ｒ２年 4月調査   Ｒ２年 6月学部主事との協働    Ｒ２年 8月調査        
 
 
 
 
 
 
 
   特別支援学校における学校組織マネジメント「人」を活性化するポイント（佐伯支援学校の場合） 
 
 
 
 
  

・佐伯支援学校

では、各学部ごと

に異なる意識分

布がある 

・高等部組織は

不安定特徴あり 

 

 

・年度が替わって

も、学部ごとの職

員意識は近似 

・個々の職員の

意識変化に注目 

・学校の雰囲気 

 

全体職員への対応と教職員個別の対応 

 

 

・各学部職員の

意識変化や気に

なる職員について

教頭と学部主事

が共有し、課題

や方策を協議 

 

 

・学校平均値が

2得点向上（学

校組織の成熟） 

・学部主事自身

の意識変化あり 

教頭と３学部主事との課題共有・共通意識化 

教頭のサーバントリーダーシップ発揮 ミドルリーダーである学部主事のリーダーシップの活用 

教頭と３学部主事による高等部組織へのアプローチ 

 

特別支援教育の専門性の模範となる職員の存在 




